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【結果】 2015 年 4 月から 12 月までの事例及び投稿件数は以下の通りであった。  
・4 月「救急処置で親からクレームがきたら？」 (5 件) 
・5 月「兼職発令を受け、授業をすることになったが…。」 (5 件) 
・6 月「子どもに秘密を打ち明けられたら？」 (5 件) 
・7 月「保健室登校の子どもの対応ですべき仕事ができない！」 (6 件) 
・8 月「養護実習学生に、救急処置の誤りを指摘された !」(6 件) 
・9 月「子どもの救急搬送に自家用車を使ってはいけないとわかっているが…。」 (5 件) 
・10 月「感染症が発生したが、予算不足で必要な物品が買えない？」 (4 件) 
・11 月「新人なのに研究発表を任されて…。」 (5 件) 
・12 月「自分が衛生管理者とは、知らなかった！」 (8 件) 
9 回の投稿件数は平均 5.4 件、 職種は養護教諭 31 件、元養護教諭 8 件、一般教諭 6 件、
学生 1 件、大学教員 3 件であった。  





【発表学会の状況】 第 4 回公衆衛生看護学会（2016,東京）、第 23 回養護教諭教育学会
（2015,熊本）、The 6th international conference on community health nursing research
（2015,Seoul,South Korea）で発表。  
